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ひと人ヒト（姥浦昭二さん）
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特集　海を越えた心の絆

～七尾市金泉市中学生交流～
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わが家のアイドル

今月の表紙

　「赤ちゃん登校日」とは、赤ちゃ
んが学校にやってくるというユ
ニークな取り組み。昨年、高階
小学校で行ったのが初めて。今
年は、高階小学校と石崎小学校
で行われた。
  ９月 10日（金）に初めて赤ちゃ
んを迎えて、今回が２回目。石
崎小学校５年生の児童は、1 回
目は慣れない、恥ずかしいといっ
た気持ちだったが、２回目は慣
れた様子。しかし、赤ちゃんが
大泣きすると戸惑った様子も。
  「赤ちゃん登校日」は、人の心
と真剣に向き合うことを学ぶの
が目的。初めて親もわが子との
コミュニケーションの関わり方
を学び、親子で真剣に向き合う
ことを学んだ。
  今後、「赤ちゃん登校日」が実
施される学校が増えることを期
待したい。

 

「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、
社
会
に
恩

返
し
し
た
い
」。
今
か
ら
10
年
前
の
還

暦
（
60
歳
）
を
記
念
し
て
、
毎
年
１
，

０
０
０
ド
ル
（
米
ド
ル
）
を
七
尾
市
国
際

交
流
協
会
に
寄
附
し
て
い
る
姥
浦
さ
ん
。

そ
こ
に
は
国
際
交
流
へ
の
熱
い
思
い
が
あ

り
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
た
３
つ
の
大

き
な
出
来
事
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

  

第
１
に
、
自
分
が
ア
メ
リ
カ
で
言
葉
の

壁
を
経
験
し
た
こ
と
。
港
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
学
ぼ
う
と
、
昭
和
61
年
に
七

尾
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
モ
ン
ト

レ
ー
市
を
訪
問
。
英
語
が
話
せ
な
い
ば
か

り
に
孤
立
感
を
味
わ
っ
た
。

  

第
２
に
、
留
学
し
て
い
た
娘
さ
ん
の
成

長
を
実
感
し
た
こ
と
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
交
換
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
暮

ら
し
て
い
た
娘
さ
ん
の
も
と
を
訪
れ
、
短

期
間
で
の
語
学
力
向
上
に
驚
く
と
同
時
に
、

若
い
力
の
可
能
性
を
感
じ
た
。

  

第
３
に
、
自
分
が
病
気
を
し
た
こ
と
。

46
歳
の
と
き
に
ガ
ン
を
患
い
、
腎
臓
を
切

除
。
大
好
き
だ
っ
た
タ
バ
コ
を
や
め
た
。

１
年
間
に
吸
っ
た
タ
バ
コ
の
金
額
を
計
算

す
る
と
約
10
万
円
だ
っ
た
こ
と
と
、
英
語

へ
の
こ
だ
わ
り
も
あ
り
、
米
ド
ル
に
換
算

す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

  

寄
附
す
る
日
は
毎
年
決
ま
っ
て
２
月
６

日
。
結
婚
記
念
日
で
あ
り
、
自
ら
が
代
表

を
務
め
る
会
社
の
創
立
記
念
日
で
も
あ
る

と
い
う
か
ら
し
ゃ
れ
て
い
る
。

 

「
多
く
の
人
に
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
の
英

語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
国
際
社

会
に
対
応
で
き
る
青
少
年
育
成
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
緒

に
協
力
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
国
際
交
流

へ
の
思
い
は
尽
き
な
い
。

CONTENTS

姥う
ば
う
ら浦　

昭し
ょ
う
じ二 

さ
ん　

70
歳

（
古
府
町
）

青
少
年
に
、挑
戦
す
る

青
少
年
に
、挑
戦
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
い

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
い

※
姥
浦
さ
ん
の
思
い
は「
七
尾
市
青
少
年
国
際
交
流
奨
学
金
」

と
し
て
、今
年
度
行
わ
れ
た『
七
尾
市
金
泉
市
中
学
生
交
流
』

(

本
誌
４
ペ
ー
ジ
参
照)

や『
ジ
ュ
ニ
ア
・
ウ
イ
ン
グ
ス
㏌
ア
メ

リ
カ
』(

七
尾
青
年
会
議
所
主
催)

な
ど
、七
尾
市
内
の
青
少
年

が
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
行
う
際
に
役
立
て

ら
れ
て
い
る
。
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七尾市文化産業賞
～本市の文化産業の振興発展に尽くされ、
    特に功績が顕著な方に贈られるもの～

 

昭
和
49
年
か
ら
60
年
ま
で
の
間
、
七
尾

市
社
会
教
育
指
導
員
、
七
尾
市
婦
人
教
育

専
門
員
と
し
て
、
文
化
活
動
の
指
導
に
携

わ
り
、
そ
の
間
、
種
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
誕
生
に
協
力
。
県
内
初
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
」
の
結
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 

『
郷
土
の
歴
史
・
文
化
に
は
、
地
域
社
会

を
知
り
、ペ
ン
を
執
っ
て
考
え
行
動
す
る
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
実
践
。「
ふ
る
さ
と
散
歩
」、

七
尾
市
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
豊
年
太
鼓

の
歩
み
「
ふ
る
さ
と
の
響
き
」、
七
尾
城

址
文
化
事
業
団
記
念
誌「
ふ
る
さ
と
の
味
、

能
登
の
味
」
な
ど
、
数
々
の
執
筆
編
集
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
現
在
も
継
続

し
て
い
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ロ
ン
・
な
な

お
」の
編
集
、エ
ッ
セ
イ
季
刊
誌「
風
媒
花
」

の
主
宰
、
昨
年
は
「
七
つ
尾
」
で
「
能
登

畠
山
家
創
立
６
０
０
年
に
よ
せ
て
」
と
し

て
、
七
尾
の
文
化
風
土
を
描
く
な
ど
、
七

尾
を
代
表
す
る
随
筆
家
と
い
え
ま
す
。

【
小
林
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

 

「
書
く
こ
と
」
は
自
分
の
考
え
が
活
字
に

な
っ
て
残
り
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
節
目
ご

と
に
認
め
て
も
ら
え
て
い
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
周
り
の
方
々
に
助
け

て
も
ら
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
き
た
の
で
、
年
齢
を
肯
定
し
な
が

ら
、
自
分
に
で
き
る
役
割
が
あ
れ
ば
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

平
成
11
年
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
青
柏
祭
の
曳
山
行
事
」（
以
下
、「
で

か
山
」）
を
行
う
山
町
の
一
つ
、
魚
町
で

か
山
保
存
会
の
総
代
に
就
任
。翌
年
に
は
、

そ
れ
ま
で
山
町
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
会

長
を
「
七
尾
市
長
と
す
る
」
こ
と
を
懇
請

し
、
行
政
と
の
共
同
体
制
を
確
立
。
自
ら

は
青
柏
祭
で
か
山
保
存
会
の
実
質
上
の
責

任
者
で
あ
る
会
長
代
行
と
し
て
、
三
町
の

協
力
体
制
を
ま
と
め
組
織
強
化
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
は
、「
全
国
山
・
鉾
・
屋

台
保
存
連
合
会
」
の
総
会
が
本
市
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
で
か
山
を
通
し
て
七
尾
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

地
域
で
は
、
平
成
８
年
か
ら
12
年
間
魚

町
町
会
長
と
し
て
尽
力
し
、
地
区
町
会
連

合
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
も
地
区
防

犯
協
議
会
会
長
と
し
て
地
域
安
全
活
動
を

行
う
な
ど
、
文
化
財
保
護
だ
け
で
な
く
地

方
自
治
の
発
展
や
地
域
に
対
す
る
熱
意
と

行
動
力
は
、
他
の
模
範
と
い
え
ま
す
。

【
本
田
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

 

高
校
卒
業
後
、
で
か
山
に
か
か
わ
り
53

年
。
総
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
運
行
上
の

安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
人
の
減
少

や
「
人
形
師
」
の
後
継
者
問
題
な
ど
年
中

心
配
事
ば
か
り
。
そ
れ
で
も
、
関
係
者
が

一
致
団
結
し
て
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ

た
伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小こ
ば
や
し林   

良よ

し

こ子　

氏

本ほ

ん

だ田   
幸こ

う

じ治  

氏

（
満
73
歳
）
　

馬
出
町

（
満
71
歳
）
　

魚
町

七尾を代表する随筆家でか山に生涯を捧ぐ




